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レ義
=アメリカンフットポール公式規則を以下のように変更します。この公式規則変更は2

適用します。

2007年 度 a公式規則変更内容の全文は、下記の通りです。記載は、次の規則に従っています。

①  「篇―章―条Jの後の (新規)、 (追加)、 (変更)、 (削除)、 (移項)Ⅲ (移動)等は (  )内
の事項が行われた事を示し、それに続く規則文は新変更文である。なお、新規、追加、変更の各用語は次
の原則で使用する。

新 規 :篇―章―条、あるいはその下位の項目の単位で、新規に条文が定められた場合.
追 加 :文の単位で新たに条文が定められた場合。
変 更 :一つの文の中で、条文の変更 (単語等の追加を含む)が定められた場合。
なお、新規、追加、変更、削除等が混在する場合は、変更として扱う。

② 下線部は、変更が行われた場合にその部分を示す。削除に関しては削除された部分を《  ≫で囲み、
削除文字上に二重線を引いてある。

③ 新規の条文の発生、および削除に運動した既存の「篇―章―条」およびその下位の項目の番号の変更に
関しては、原則として、この決定報に配職していない。

④ 規則変更の中で主要な事項に関しては、従来の規則と変更規則を対比させ解説を加えてある。解説部分
は、変更規則文の直後に配述し、その部分を枠で囲ってある。

2007年 度・公式規則変更項目

1-2-1-h (追加) フィールド上での宣伝広告は認められない。 (例外 :(1)シーズン前後の試合に
おいては、試合の名前に関連した後援団体のものは許される。 (2)商業組織体が

れる。しかし、商業用ロゴは、フィールド・オブ Bプレーでは認められない6)

1-2-4-e (追加)

／

　

　

「
ノ

凹
に置

1-3-2-a (変更)

1-4-4-b (変更)

新聞、雑臨、テレビ、ラジオを含む報道関係者および報道機材を、テームエリアま
たはコーチング・ボックスに入れてはならない。また、報道関係者とチームエリア
またはコーテング・ポックス内のテーム関係者とのいかなる手段による会話、交信
も禁止される。テームエリアと観客席の間に通り道がない競技場で墜埜テームエリ

ィーザレドの両サイドにおいて設けなければならない。

両チームから出されたそれぞれ6個以下の試合ポールの検査および判定は、試合前
および試合中を通じて審判員が行う。グラウンド状況等による試合ポールの使用個

数の追加の許可は、と判旦が行う。

フェイス。マスクがあり、かつ4ポイントまたは6ポイント・テンストラップによ
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1-4-5-o (追加)

1-4-9-a (変更)

1-4-9-c (変更)

2-25-11 (変更)

3-1-1 (変更)

り固定されたヘルメ ッ ト̂ チンストラップにより固定されていない場合は、パイオ

レーションである。

【以下、省略】

ユニフォームヘの付着物。 (例外 :(1)攻撃側の 1名のインテリア・ラインマン
が付けた 1枚の水分を吸収する無地の白いタオル。このタオルの大きさおよび付け

る場所に関しての制約はない。他のプレーヤーがベル トの前面および側面の位置に

付けた 4イ ンチX12イ ンチ (10cmX30cm)の 1人につき 1枚の水分を吸
収する無地の白いタオル。 (2)寒い天候の場合のハンド・ウォーマ)

試合中は、コーチング 得翼髪鶏唄動 を目的として、サイドライン、記者席、プレ

ー場内の他の場所で、テレビの再生装置およびモニター設備を禁止する。節と節と

の間を含めて 偉⇒ 試合中はいつでも、映画、あらゆる種類のフィルム、ファクシ

ミリ機器、ビデオテープ、写真、文書 (絵図を含む)伝送機器、およびコンピュー

夕はコーチが使用したり、コーチングを目的として使用することはできない。

カメラ、音声装置、マイクロフォン、コンピュータなどのメディアの伝達装置を、

フィールド、テームエリアおよびそれらの上空で使用することを禁止する。(参照 :

2-31-1)
【以下、省略】

Bチームの反則に関してのポストスクリメージ。キックの地点とは、キックエンド
の地点である。Bチームは.罰則の施行後、ポールの所有権を持つ。Bテームの反

(参照 :

2-25-9例 外.10-2-2-e例 外 3)

前半および後半は、キックオフによつて開始される。レフリーは、試合開始予定時

刻の 3分前に、フィール ド中央において各チーム最大 4名のフィール ド・キャプテ
ンと他の一人の審判員の画前でコインを投げ、ビジティング aチ _ムのフィール
ド。キャプテンの一人にそのコインの表裏を選択させる。後半の開始前に、フィー

ルド。キャプテンはレフリーの下で後半の選択を行う。
コイントスの間、各チームは9ヤードマークとサイドラインの間の区域か`または
チームエリアにいなければならない。コイントスは、フィールド・キャプテンが 9

ヤードマークから中に入った時に始まり、9ヤードマークに戻つた時に終了する。

罰則 :サクシーディング 'スポットから5ヤード.[S19]
【以下、省略】

テレビ・タイムアウトの後は、両テームがフィールドにいれば、レディ・フォー・プ

レーからスナップまでは15秒とする。 (例外 :フ リーキック)

プレー中に不用意なホイッスルが吹かれ、4-1-2-bの 規定に基づきダウンが
繰り返される場合は、ゲーム・クロックの時間と状況は不用意なホイッスルが吹か

れたプレーの前の状態に戻される。戻すべき時間は、現場での最善の方法により決

定される。

ボールがフリーキックされたときは、ゲーム・クロックはボールがフィールド・オ

ブ・プレーにおいて正当にタッチされた時、またはBチームのエンドプーンでBチ
ームによつて正当にタッチされてからゴールラインを横切った時、計時を開始し、

ポールが公式規則によってデッドになった時に計時を停止する。スクリメージ。ダ

ウン中は、ポールが正当にスナップされるか、レフリーによる事前のシグナルによ

つて計時を開始する。ゲーム・クロックは. トライの間、節の延長または超過節の

3-2-2-h

3-2-2-i

3-2-5

(新規)

(新規)

(変更)
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3-2-5-a-2 (変更)

間は動かしてはならない。 (A.R.3-2-5-I～ Ⅳ)
【以下、省略】

(1)キックオフ時の計時開始
☆昨年は、ボールがフリーキックされる場合は、キックされた時に計時開始となつ

た。

☆本年より、ボールがフリーキックされる場合は、ゲーム・クロックは、ボールがフィ

ールドロオブ・プレーにおいて正当にタッチされた時、またはBチームのエンドゾー

ンでBチームによって正当にタッチされてからゴールラインを横切つた時、計時開

始となる。 2005年の公式規則に戻る。

負傷したプレーヤーや審判員のためまたはランナーのヘルメットが完全に脱げた

場合のレフリー。タイムアウト、およびラジオやテレビのためのタイムアウトの延

長の場合.

審判員がライプボールを確保した場合.

ランナーのヘルメットが完全に脱げた場合。

a.プレーヤーまたはヘッドコーチにより要求されたテーム・タイムアウトは、 1

分30秒を超えてはならない。 (例外 :3-3-4-e-3)
b.タイムアウトを要求したチームのヘッドコーチが、両手をそれぞれ両肩に置く

ングナルを行えば、タイムアウトの長さは、30秒である。このシグナルは、
タイムアウトを要求した直後にしなければならない。

c.その他のタイムアウトは、ラジオまたはテレビ・タイムアウトも含めて、レフ

リーが目的遂行に必要とみなす長さ以上であってはならない。しかし、いかな

るタイムアウトでも、負傷したプレーヤーのためならば、レフリーはその長さ

を延長してもよい。

用ガイドライン」)

d.1分 30秒のテーム・タイムアウトを取つたチームが 1分以内で試合の再開を
望んだ場合、相手チームの用意ができていれば、レフリーはレディ。フォー・

プレーを宣告する。

e.レフリー・タイムアウトの長さは、それぞれのタイムアウトが生じた状況によ
って決定される。

f.フ ィールド。キャプテンは、タイムアウト中に自分または他のプレーヤーが、
コーチとサイドライン上で協議を行う前に、罰則の諾否についての選択を行わ

なければならない。
g.セフティー、 トライ、および成功したフィールドゴールの後の休止時間は 1分
以内とする。ただし、ラジオまたはテレビのために延長してもよい。

審判員がライブボールを確保した場合。

フリーキック・フォーメーション時のポールは、インバウンズ・ライン上またはそ

の間の、Aチームの制限線上から正当にキックされなければならない。レディ・フ

ォー・プレー後、ポールがティーから藩ちた場合、Aチームはボールをキックして

3-2-5-a-10

3-3-2-a-19

3-3-7

4-1-3-n

6-1-2

(変更)

(変更)

(変更)

(変更)

(変更)
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6-2-1 罰則  (追加)

6-3-10-c

はならず、また審判員は直ちにホイッスルを吹かなければならない。

ボールがキックされる時は (A.R. 6-1-2-1～ Ⅳ):
a.プレースキック時のホルダーとキッカーを除くAチームの全プレーヤーは、ポ
ールの後方にいなければならない。 (A.R.6-1-2-Vお よびⅥ)[S
1 8]

b.Aチームの全プレーヤーはインバウンズにいなければならない。 [S19]
c.キッカーの両側には、それぞれ少なくとも4人のAチームのプレーヤーがいな
ければならない。 [S19]
d.セフティーの後でパントまたはドロップキックを行う場合は、キックテームの
制限線の後方でキックしなければならない。ライブポール中の反則に対する距

離罰則がプレビアス・スポットから施行される場合は、キック側の制限線が前

の罰則によつて移動されていない限り、罰則施行は20ヤードラインからであ
る。 [S18または他の適切なングナル]
e.Aチームのすべてのプレーヤーは、レディ・フォー・プレーが宣告された後、
一度は両9ヤードマークの間にいなければならない。 [S19]
f.フ リーキックのダウン中にアウト・オブ。パウンズに出たAチームのプレーヤ
ーは、そのダウン中はインパウンズに戻ってはならない。(例外:この規則は、

プロックされてアウト・オブ。バウンズに出されて、直ちにイン′`ウンズに戻

ろうとしたAテームのプレーヤーには適用されない。)[S19]
g.Aチームのプレーヤーは、フリーキックされたボールにAチームがタッチでき
る資格を得るまでは、相手に対してブロックしてはならない。 [S19]

罰則 :ライプポーザレ中の反則.プレビアス・スポットから5ヤード。またはプレー

によリポールが置かれた地点から5ヤード.[S18ま たはS19](A.
R. 6-1-2-Ⅵ I)

h.Bチームの全プレーヤーはインバウンズにいなければならない。 [S19]
i.Bチ ームの全プレーヤーは自己の制限線の後方にいなければな らない。
[S18]

罰則 :ライブポール中の反則.プレビアス・スポットから5ヤード. [S18また
は S19]

(2)キッキングチームの反則に対する罰則変更
☆従来、キックロプレー中のAチームの反則は、スクリメージ・キックロプレーのスナッ

プ時の反則およびキックオフ時のオフサイドのみ、Bチームが罰則をプレビアス・

スポットから施行するか、あるいはサクシーディング・スポットから施行するかを

選択できた。

★本年より、フィールドゴールを除く全てのキックで、Aチームの全ての反則に関し

てBチームは罰則をプレビアスロスポットから施行するか、あるいはサクシーディ

ングHスポットから施行するか選択できることになる。6-2-1、 6-3-12、 フ
ー1-3、 フー1-4～ 9-1-2～ 9-3-3も同様である。

ライプポール中の反則。プレビアス・スポットから5ヤード、またはプレー後のデッ

ドボールがBチームに所属する地点から5ヤード。またはAチームの制限線から30ヤ
ード前方 (レシープテームの方向)のインバウンズの地点でレシープテームがプレ
ーを開始。 [S19]

ニュートラル。ゾーンを越えた地点でキックされたスクリメージ・キックは、不正
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なキックでライブポール中の反則であり、直ちにポールデッドとなる。

6-3-12 罰則 (変更) ライプポール中の反則.プレビアス・スボットから5ヤード。またはプレー後のデッ
ドボールがBチームに所属する地点から5ヤード。[S19]

7-1-3 罰則  (変更) デッドポール中の反則 :

サクシーディング・スポットから5ヤード。

ライプポール中の反則 :

プレビアス・スポットから5ヤード.

[S7、 S19またはS20]
スクリメージBキックロプレーのスナップ時またはスナップ後のライブボール中の反則上
プレビアスロスポットから5ヤード、またはプレー後のデッドボールがBチームに所属す

る地点から5ヤード。(ただし、フィールドゴールロプレーを除く)[S19、 S20または

S22]

8-3-3-c-2  (変更) 罰則がロス。オブ・ダウンを含む反則をAチームが犯した場合、 トライは終了し得
点は認められず、距離罰則は次のキックオフでは科さない。

8-5-2    (変更) セフティー後は、得点されたチームの20ヤードラインでポールはそのテームの所
属となり、インアヽウンズ・ライン上もしくはその間でそのチームのフリーキックに

よリプレーに移される。このフリーキックはパント、ドロップキック、プレースキ

ックのいずれであってもよい。 (例外 :超過節およびトライの規則)

9-卜2-a～s罰則 (追加)フ リーキックまたはスクリメージ・キック・プレー中のAチームの 15ヤードの罰
則 :プレビアス・スボットから、またはプレー後のデッドボールがBチームに所属する地点

から施行する。(ただし、フィールドゴール・プレーを除く)

9-3-3-a～ c罰則 (追加) フリーキックまたはスクリメージ・キック・プレー中のAチームの 10ヤードの罰
則 :プレビアス・スポットから、またはプレー後のデッドボールがBチームに所属する地点

から施行する。(ただし、フィーザレドゴール・プレーを除く)

9-3-4-e 罰則 (変更) 施行基準点から5、 10または 15ヤード.パスがタッチされる前の有資格レシ
ーパー (パサーを除く)に対する反則の場合は、第 1ダウン。 [S38、 S42～
S43またはS45]

9-3-5-b   (変更) キックをブロック、バッティング、またはキャッチしようとする守備側のプレーヤ
ーは、次のことを行つてはならない。

1.味方のプレーヤーの上に足を置く、飛び乗る、または立つこと。 (参照 :9
-1-2-q)
2.味方の上に (両)手を置くことで、高く上がること。
3.味方のプレーヤーによつて持ち上げられること、高く支えられること、後ろ
から押し込まれること、押されること。

罰則 :プレビアス・スポットから15ヤード.[S27]

2007 決定報 -5-



10-卜牛例外4 (変 更)

10-2-2-e―例外3(変更)

10-2-2-e― 例外5(変更 )

10-2-2-e―例外7(新規)

10-2-2-g-4

(3)キック時に守備側が味方を押すこと等の禁止
☆従来、キックをプロック、バッティング、またはキャッチしようとする守備側のプレー

ヤーは、次のことが禁止されていた。

1.味方のプレーヤーの上に足を置く、飛び乗る、または立つこと。

2.味方の上に(両)手を置くことで、高く上がること。

3.味方のプレーヤーによって持ち上げられること。

★本年より、従来に加えて、守備側のプレーヤーは味方のプレーヤーによって、高

く支えられること、後ろから押し込まれること、押されること、が禁止され

る。

公式規則8-3-4-c、 3-1-3-g-3。 (トライ中または超過節のBチー

ムの確保後)

ポストスクリメージ。キックの施行

ポストスクリメージ。キックの地点は、キックエンドの地点である。ただし、以下

のすべての状況を清たすBチームの反則が発生した場合に限る。 (参照 :2-25
-11)
(a)スクリメージ。キック中 (ただし、成功したフィール ド・ゴール、トライ、
超過節を除く)

【以下 省略】

フリーキック時のAテームのオフサイドは.最後にBチームが確保していた場合、

プレビアス・スポットまたはプレー後のデッドポールがBチームに所属する地点か

ら施行する。

スナップからデッドとなるまでの間のAテームによるライプポーザレ中の反則は、プ

レビアス。スポットまたはプレー後のデッドボールがBチームに所属する地点から

施行する。 (参照 :9-1-2お よび9-3-3)

(変更) フィールドゴール・プレー中のライプポール中の反則に対する罰則は、規則に従っ
て施行される。成功したフィールドゴールで得点を得るためには、AチームはBテ

ームのライプポール中の反則の罰則を辞退しなければならない。Aチームは、Bチ

ームのライプポール中の反則に対する罰則を受け入れることにより、成功したフィ

ールドゴールの得点を辞退しⅢブレビアス・スポットからの罰則施行を選択しても

よい。 デッドボール時の反則として扱われるライブボール中の反則、およびフィ
ールドゴールのダウン後のデッドボール時の反則は、サクシーディング・スボット

で施行する。 (A.R.10-2-2-XXⅣ )
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【以下は、公式規則解説書の新規項目である。】

A.R. 6-2-1

V.Aテームのフリーキックが、誰もタッチすることなくBチームの34ヤードラインでアウト・オブ aバ

ウンズに出た。 判定 :ブレビアス・スポットから5ヤード罰退しキックを行うか、Bチームの39
ヤードでプレーを開始するか、Bチームのキャプテンが選択する。

A.R. 6-2-2

V.Aチームが35ヤードラインの後方でフリーキックのフォーメーションを組んだ。35ヤードラインで
A3がキックする時、A26が Aチームの37ヤードラインで空中にいた。 判定 :Aテームのオフ
サイド.プレビアス・スポットからか、またはプレー後のデッドボールがBチームに所属する地点から5ヤ

ードの罰則。(参照 :2-11-2、 または6-1-2-a)

A.R. 7-3-6

Xl.空中にいるレンーバーA85がポールを確保し、グラウンドに若地しつつあった。最初に左足がグラウ
ンドに触れ、その後、グラウンドのインパウンズに倒れこんだ。グラウンドに触れた時に、ポールが

,レースとなり、グラウンドに落ちた。 判定 :パスの不成功。空中のレシー′ヽ一は、キャッチを成立
させるには、グラウンドに若地する過程でボールの確保を続けていなければならない。

XH.空中にいるレシーパーA85がポールを確保し、グラウンドに岩地しつつあった。最初に左足がグラ
ウンドに触れ、その後、グラウンドのインバウンズに倒れこんだ。グラウンドに触れた時に、ポール

がルースとなったが、ポールはグラウンドに触れず、A85は再びボールを確保した。 判定 :キャ
ッチ。レシーバーがインパウンズにいて、グラウンドに若地する過程でポールの確保を失っても、プ

レーヤーが引き続きインパウンズにいて、かつポールがグラウンドに触れていなければ、パスの成功

である。

XI H.空中にいるレシーバーA85がボールを確保し、グラウンドに若地しつつあった。最初に左足がグラ
ウンドに触れ、その後、グラウンドのアウト・オブ・バウンズに倒れこんだ。アウト・オブ・パウン

ズのグラウンドに触れた時に、ポールがルースとなったが、A85はポールがグラウンドに落ちる前
にキャッチした。 判定 :パスの不成功。ポールが確保された時にレシーバーがアウト。オブ・バウ
ンズだつたので、ポールがグラウンドに触れたか否かに関係ない。

XiV.レシーパーA85が、Bの 2ヤードラインで手を伸ばし、ポールを受けてキャッチとなるように努力
したが、自らグラウンドに落ちた。A85がエンドゾーンに落ちるときに、ポールはルースとなリグ
ラウンドに審ちた。 判定 :パスの不成功。キャッチする過程でグラウンドに自ら岩地しつつあるレ
ンーバーは、グラウンドに当たった時にポールの確保を続けていなければならない。

XV.レシーバーA85は、エンドゾーンの上で空中にいて、パスを確保していたが、空中にいる間に守備側
に当たられ、その結果、A85はグラウンドに落ちた。グラウンドに当たった時に、ポールはルース
となった。 判定 :パスの不成功。キャッチに必要なすべての要件が満たされる前に接触を受けた空
中のレシーバーは、グラウンドに当たった後もポールの確保を続けていなければならない。
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2008年 度 □公式規則変更予定項目の解説

2008年度の公式規則変更として予定している項目は、次の通りです。いずれの項目も昨年、公表したも
のですが、再掲するものです。

(1)フィールドゴール時のティー使用禁止

現在、フィールドゴールの試みにおいてティーを使用できるが、2008年秋季公式戦から禁止される。

(2)キ ッキング・ティーの規格変更

現在、キックオフで使用するティーの高さは、「ボールの最下端からグラウンドまでが最大 2イ ンチ

(約 50mm)」 であるが、2008年 秋季公式戦から、「ボールの最下端からグラウンドまでが最大 1イ ンチ
(約 25mm)」 となる。

以  上
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